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１．KIITO｜デザイン・クリエイティブセンター神戸改修計画 

  ／曽我部昌史・吉岡寛之・丸山美紀・長谷川明 

デザイン・クリエイティブセンター神戸（以下 KIITO）は、2012

年 8 月に開館した「デザイン都市・神戸」の拠点施設である。元神

戸市立生糸検査所（1927 年竣工）を改修してつくられた「デザイン

を人々の生活に採り入れ、より豊かに生きることを提案し、神戸だ

けでなく世界中をつなぐ、デザインの拠点」[1]である。さまざまな活

動に対応するため、ホールやギャラリーなどのスペースがあり、上

層階はひろく創造的活動団体のオフィスとして貸し出されている

（クリエイティブラボスペース）。 

2021 年 10 月、新たな活動の場が加わった。3 階に新設された二つ

の拠点「KIITO:300 キャンプ」「KIITO:300 ファーム」および１階を

改修して生まれた「クリエイティブラウンジ」である。2022 年度以

降三宮図書館が同建物２階に移転することも視野に、より開かれ繋

がりの広がる拠点として更新されたのである。ここでは、新たに設

けられた場所を中心に、そのデザインの背景と内容を紹介する。 

２．KIITO:300 

３階は、貸会議室やレンタルオフィスのあるフロアで、その中の

片廊下に面した多目的スペースが改修対象であった。全体で約 900

㎡である。この中に、「KIITO：キャンプ」＝子どもの創造的学びの

プラットフォーム、「KIITO：ファーム」＝社会貢献活動のプラット

フォームという 2 種類の場所をつくることが目的であった。さまざ

まな立場の方々が、社会活動や地域活動を軸につながる場所とする

ために、個別の場所を完全に独立させずに、全体を横断する空間的

にもプラットフォームのような場所が必要ではないかと考えた。そ

こで、一部の壁を撤去し、約 50ｍの通路がキャンプとファームの中

を横断する構成とした。エントランスから真っ直ぐ延びる通路沿い

には、インフォメーションコーナー、ワークスペース、ミーティン

グコーナー、セミナールームなどが面しており、さまざまなコミュ

ニティや活動に自然に触れられるようになっている。 

全体は、ほぼワンルームであるが、多様な活動を支える装置や道

具を散りばめることでで、特徴的な居場所を複数設えた。旧生糸検

査所で使われていた家具を組み込んだり、地域と縁の深い材料を用

いることで、この場所ならではの空間づくりを行った（図 1）。 

 

・・キキャャンンププ（図 2）：子どもを対象としたデザインやアートのワーク

ショップやイベントを行う場所で、放課後利用や週末の親子連れで

の利用が予定されている。前述した地域ならではの素材に加え、コ

ンクリートブロックやベニヤといった加工の余地のある材料を用い

た。使い方に合わせて利用者が手を加えていくことを想定している。

六甲山材を保管・利用促進する地域団体シェアウッズから入手した
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図 1 旧検査所の家具や地域産材を⽤いた什器 
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様々な樹種・形状の木材を適材適所配置した。伐採した街路樹を丸

太ベンチにしたり、間伐材や地酒の酒樽を解体して出た木材で既存

の列柱を囲い、空間のアクセントとした。その他にも、旧生糸検査

場の時代の街灯や什器などを効果的に配置することで、コストを抑

えながらも独自性のある場作りを目指した。 

 

・・フファァーームム：大学、企業、NPO などを対象としたプラットフォーム

で、社会貢献活動の支援や相談を行う窓口業務まで、広く市民の活

動をサポートする場所である。大小のセミナールーム、ミーティン

グルームや活動展示スペースを用意して、キャンプと一体の空間の

なかにありながら単独利用したり、研究目的で長期間専有利用もで

きる。セミナールームは、防音カーテンによる開閉で 2 室 1 室利用

やオープンレクチャーなど、利用形態や規模によって広さをコント

ロールできる（図 3）。ミーティングルームの間仕切り壁は、活動の

アクティブな状況が部屋の外からも見えるように透明ガラスで間仕

切り、出入口扉には生糸検査所時代の建具を再利用した（図 4）。 

３．クリエイティブラウンジ 

・・エエンントトラランンスス、、イインンフフォォメメーーシショョンン、、シショョッッププ 

2 階三宮図書館への動線や施設 1 階の利用率改善のため、利用頻度

の低かった南エントランスを施設全体のメインエントランスへと改

変するという要望に対して、1 階共用部にエントランスとしての設

え、施設全体のインフォメーションを兼ねたショップを配置した。

エントランス空間には、廃棄された六甲山麓の御影石を保管・管理

する「石の銀行」[2]から入手した御影石と植栽を配置してアプロー

チ空間としての演出を行った。将来的には自動ドアを設置して風除

室とする計画にも配慮している。エントランスの先に設えたショッ

プは、ニッチを利用して既存施設の平面形状に合わせて製作した展

示什器に加えて、生糸試験所時代の什器や周辺公共施設から譲渡さ

れた什器を組み合わせて可変性のあるレイアウトとした。 

・・ククリリエエイイテティィブブララウウンンジジ 

生糸検査所時代には出荷スペースとして利用されていた場所で

ある。改修以前はレンタルスペースとして利用されていた細長い空

間に対して、常時無料で利用できるラウンジスペースとして改修し

た。細長い空間を活かした 30m のロングテーブルは、コロナ禍でも

快適に利用できるゆったりした自習スペースとして施設入居者や来

館者の利用が可能である（図 7）。マーケットなどのイベント開催時

には、テーブルを挟んで出店者と客がやりとりするなど、空間の特

性を活かした利用も行われている（図 8）。改修以前同様のギャラ

リーとしての利用時にも、ロングテーブルが展示什器として活用さ

れることを想定するなど、レンタルスペースとしての機能を拡張す

ることも期待している。ロングテーブルの前に配置した椅子と机は、

デザイン教育にふさわしいロングデザインの什器を選定した。三宮

図書館の移転に伴い、以前より多目的な来館者が増えることへの対

応として、ちょっとした待合い、ミーティングや飲食等で気軽に使

える居心地のよい公共空間としてのフリースペースを計画した。窓

際にカーテンで区切られた大小のミーティングスペースは、来客対

応時のミーティングにも利用できるなど、既存入居者への機能拡張

とともに、新規施設入居希望者への訴求効果も期待できる。 

 
図 7 ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞﾗｳﾝｼﾞ(平常時)   図 8 ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞﾗｳﾝｼﾞ(ｲﾍﾞﾝﾄ利⽤時)  

４．エントランス・キャノピー 

エントランスが面した歩道上にキャノピーを新設した。来館者に対

する施設メインエントランスを明示することや、対面に立つ歴史的

建造物である神戸税関の庇と対をなし、港から三宮駅まで続くフラ

ワーロードの玄関口としての景観要素とすることが目的である。敷

地外の道路(歩道)上に設置するた

め、屋外広告物として申請を通し

ている。関係する行政機関と長期

間にわたる調整を重ね実現した。

道路掘削時に撤去が容易なディ

テールとしている。 

５．（仮）クリエイティブ屋台 

KIITO300 キャンプに隣接する一室に、キャンプでの製作活動をサ

ポートする什器を設計している。可動の屋台形式で、作業台として

の役割から展示台まで使える土台をベースに、予め用意したカスタ

ムパーツを必要に応じて利用者が手を加えられる仕様としている。 

（出典・参考文献） 

[1]KIITO HP About  https://kiito.jp/about/ 

[2]石の銀行 http://www.ishi-bank.net/ 

写真：図 1,3,4 ©いとう写真 

図 3 セミナールーム 図 4 ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ 

図 5 エントランス 図 6 ショップ  

図 9 キャノピー 

 

 

 

方形導波管 H 面直角曲がりのアドミタンス型等価回路に基づく解析 
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１．研究の目的 

開放境界線路及び短絡境界線路における接合回路型不連続問題

の解析は，スカラ関数である固有電圧モードおよび開放境界の接続

部から電流励振としたモードインピーダンスに基づいて計算する方

法とベクトル関数である固有電流モードおよび短絡境界の接続部か

ら電圧励振としたモードアドミタンスに基づく方法がある．ここで

は方形導波管 H 面直角曲がりを例にとり，固有電流モードを用いた

モードアドミタンス型等価回路の導出や適用結果について報告する． 

２．平面接合回路に関する式導出 

 平面接合回路では，座標系を幅方向 x，伝搬方向 y，高さ方向 z

とする．同様に単位ベクトルをそれぞれ，i, j, k とする．対応するモー

ド次数は，m,n,k であるが，高さ方向の電磁界が一様の場合は k=0

となる． TM(E)モードの平面回路方程式は，式(1),(2)となる． 

 

 

 

式(2)の両辺に grad を取って，    を消去するように(1)へ代入

すると，式(3)を得る． 

 2
 ( , ) ( , ) 0E E

k t k kgrad div x y j x y     J J    (3) 

また，TM(E)モードの固有電圧モードと固有電流モードに関する平

面回路方程式は，式(4),(5)で与えられる． 

 

 

 

式(5)の両辺に grad を取って，    を消去するように(4)へ代入

すると，式(6)を得る． 

 2
,  , ,( , ) ( , ) 0E E

m n t m n m ngrad div x y j x y          (6) 

ここで固有電流モード        はベクトル場であるため，次のよ

うにわけて考える． 

 

 (A) 非回転な場：     （勾配場(g)）   (7) 
 (B) 非発散な場：     （回転場(r)）   (8) 

  

 
図 1 直列共振器及び理想変圧器によるアドミタンス型等価回路 
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